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9例あった。肺癌 38例中，術前日罫療中に結核菌を認、
めたものが 5例(13%)あり，病巣よりの検出も含
めれば 16%にもおよんだ。癌，結核合併例では 33
%になってしる o
以上のように肺癌とし、つでも肺結核との合併は以
外に多く，従って抗酸性菌の発見は結核の存在を示
すであろうが，決して肺癌を否定することにはなら
ず叉，肺結核だからといって常に菌が証明されると
も限らない。これらの点より肺癌と肺結核との鑑別
はより一層困難であり，今後も街，菌検索に意を用
し、ねばならない。 
19.悪性腫療と結核との合併に関する実験的研究
安西吉夫，熊谷信夫
川野元茂，朝間威親
腫療の発育は結核感染によりし、ずれの場合でも対
照にくらべて抑制されて，生存日数は 5---15日延長
し，体重減少の軽減もみられる。この傾向は感染が
先行する程，叉静脈内感染の方が皮下感染よりつよ
くなる。肺，肝，牌の菌数は移植後感染の場合では
対照より少いか，大差なく，感染後移植の場合には
初期には少いがその後急に増加して対照よりはるか
に多くなる。この傾向は感染が先行する程つよくな
る。皮下感染の場合には静脈内感染にくらべて感染
は弱く一定の傾向はみられなし、。腫蕩内からは皮
下，静脈内感染の場合ともに約 60%に結核菌を証
明し得た。各臓器の病~は定型的な結核病~を示さ
なかったが，一般に対照よりつよく，腫療ではエオ
ヂンで薄桃色に染る 2羽生がみられた。上記の実験か
ら結核感染は腫壌の発育に対して抑制的に働き，叉
実験的結核症は腫場移植が先行するか，或は感染後
移植でもー時は抑制されるが，その後かえって増強
するものと考えることが出来る。 
20.若年者に於け各原発性耳下腺癌の 1例
柴田千葉男(小見川中央病院〉
耳下腺腫壌では混合腫揚がその 80乃至 90%を占
め，原発性癌腫は極めて少し、が，原発性と思われる
耳下腺癌の 1例を経験した。
患者は 16才男子， 左側頭部腫張を主訴として本
年 5月当科受診。その腫張は約 2カ月前より漸次増
大，ベニシリ Y等のイヒ浮療法にも拘らず不愛のため
来院。 
外来時，左耳染後下部主り顎下部にかけ鷲卵大， 
月半，左鎖骨上淋巴腺の試験切除標本により腺癌を
確認したが，その後来院せぬま:..， 6月中旬死亡し
たとの報に当時の状況を聴取したとこる，試験切除
術後，約 20日頃より腫張は急激に胸腹部に及び呼
吸困難，鴨下障碍出現，発病後 3カ月自に死亡した
とし、う。耳下腺癌の発生，進展の誘因に外傷，炎症
性刺激が挙げられているが，か与る若年者の耳下腺
癌の報告も本邦には見当らないので，文献的考察を
加えで報告する。
21.成田赤十字病院，君津病院に於けお破傷風 
40例の統計的観察 
唐木清一
私は最近約 8カ年間に成田赤十字病院及び君津病
院にて取扱われた破傷風 40例について統計を取り
その観察を試みた。
その結論として， 
1) 乳幼児及び潜伏期の短いものは予後不良であ
った。 
2) 農業に従事するものが 22例と過半数を占め
た。
3) 感染創の徹底切除は予後を良転させた。 
4) 本症に対して通常抗毒素血清，抗生物質等の
大量療法が行われているが，私達はそれらを無視す
るのではないが，それよりむしろ昭和 26年来痘撃
の持続的抑制と呼吸停止の防止に重点を置いた治療
方針を取った結果，死亡率を 15.8%と従前に比し約 
1/3と劃期的に減少せしめ得た。 
22.腸管の癒着並びに腸石に因:.s腸聞事症の 
1治験例
中村重徳
私は徐々に発生したイレウスを経験したので報告
する。患、岩は 14才男子で腹痛・下痢を主訴として来 
診，過去に肺浸潤擢患し化学療法で治癒。現病は 30
年 7月虫垂炎手術し今回は 11月末みかんを過食し
た後，主訴現われ，始めは大腸炎と思われて，その処
置が成され 12月 5日にイレウスと診断されたもの
である。開腹し中等度に膨隆した小腸を認め，虫垂
手術創に廻腸の一部癒着しており，このため，イレ
ウスを起したと思われ，癒着を剥離したが膨隆腸管
は縮少しないため，上部を検した所廻腸末端より約
17cmの所に鷲卵大の腸石を認めた症例，石除去後
•~t殆んどE常に復し 10 日後全治退院した。 この腸
弾力性硬度の腫震をふれ，圧痛，皮膚着色なし。 5 石によるイレウスは非常に稀な疾患で、本邦では僅か
